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E MERGOREEYEAE, 1, UbR) s O—FIHR (5R) % 1:200 (HR (4°C. —
R) . 2, Cy3 & RHA% 1:300 (CHR (R, 50%) . 3, KB: DAPI (&) 104,
MA: 2—#4wv k., ©B: DAPl, [ C: A+B O&H.

b MO REENRE, 1, Ub RU S O—F LR (35) % 1:200 I2FB]R (4°C. —
M) . 2, Cy3tEE RIAR%E 1:300 I2FHIR (iR, 5043) . 3, K B: DAPI (&) 104,
BA: 4—4%v b, BB: DAPI, B C: A+B O&hL.
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(4°C., —B) . 2, Cy3 EH TR E 1:300 I2HER (=R, 509) . 3, ®MB:
DAPI (&) 109, ®A: 4—4v i, ®B: DAPI, @C: A+BDO<—",
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Sy NBEASOREENRE, 1, UbRU S O—FILHMEK (5F) % 1:200 I2FER
(4°C. —B) . 2, Cy3 EHRHIA%E 1:300 I2FEIR (=B, 50%) . 3, KB:
DAPI (5) 109, KA: 2—4v I, XB: DAPI, ©C: A+B D&,

Sy FBEASOBEENRE, 1, UbRY s O—F LK (FR) % 1:200 I2FER
(4°C., —B%) . 2, Cy3EZERE Xk % 1:300 ICHR (BB, 50%) . 3, ®B:
DAPI (&) 10%. ®A: #—4v k., EB: DAPI, ®C: A+B D&H.

NR77 4 VEEE MEEOREEGNFRE. 1. Ub R Y o—FILik% 1:200 (<F
R (4°C. —Bp) . 227 TVEFT MUY L (pH6.0) RV THKREEL (>98°C. 20
) EfTofz. 3. TRHUA%E 1:200 (SHIR (R, 309) . * AT« T3> ho—iLe
L TTRIR O H# &L =,

UbRY & O—F LR ER = K562, L9294 MY = R4 > 7 Oy M3, TIRFUA
(% 1:20000 [=&ER=hE LI,

- e ubiguitin

RZ7 4 VEIBE MHEOREEBHFDTT. FUikE 1:100 (2FBRsh

Web: https://japan.enkilife.com E-mail: order@enkilife.com techsupport@enkilife.com



	
	製品名: Ubウサギポリクローナル抗体
	カタログ番号: APRab19487
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	応用
	抗原情報
	背景
	ユビキチンは、核および細胞質に高度に保存されたタンパク質であり、26Sプロテオソームによる分解の標的となる細胞タンパク質を標的とする上で重要な役割を果たします。また、クロマチン構造の維持、遺伝子発現の調節、ストレス応答にも関与しています。ユビキチンは、ポリユビキチン鎖、または無関係なタンパク質に融合した単一のユビキチン残基からなる前駆体タンパク質として合成されます。この遺伝子は、N末端にユビキチン、C末端にリボソームタンパク質L40からなる融合タンパク質（C末端伸長タンパク質（CEP））をコードしています。この遺伝子に由来する複数の加工された擬遺伝子がゲノム中に存在します。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：標的リジンにモノマーまたはリジン結合ポリマーとして共有結合できるタンパク質修飾因子。 Lys-48結合ポリマーとしてタンパク質に結合した場合、通常はプロテアソームによる分解が起こります。モノマーまたは代替結合ポリマーとしてタンパク質に結合した場合はプロテアソームによる分解は起こらず、クロマチン構造の維持、遺伝子発現の調節、ストレス応答、リボソームの生合成、DNA修復など、多くの機能に必要となる可能性があります。,その他：このリボソームタンパク質は、ユビキチンのC末端伸長タンパク質（CEP）として合成されます。,その他：ユビキチンは、頭部から尾部まで正確に繰り返されるポリユビキチン前駆体として合成されます。繰り返し数は種や系統によって異なります。種によっては、最後の繰り返しの後に最後のアミノ酸が存在します。ヒトの場合はValです。一部のユビキチン遺伝子には、リボソームタンパク質（L40 または S27a）に融合したユビキチンの単一コピーが含まれています。,PTM: 組み立てに使用されるリジンに応じて、いくつかの種類のポリマー鎖を形成できます。,類似性: リボソームタンパク質 L40e ファミリーに属します。,類似性: リボソームタンパク質 S27Ae ファミリーに属します。,類似性: ユビキチン ファミリーに属します。,
	研究分野
	リボソーム;
	画像データ
	

	ヒト肺組織の免疫蛍光染色。1, Ubポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ヒト肺組織の免疫蛍光染色。1, Ubポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	マウス脾臓組織の免疫蛍光染色。1, Ubポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bのマージ。
	

	マウス脾臓組織の免疫蛍光染色。1, Ubポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bのマージ。
	

	ラット腎臓組織の免疫蛍光染色。1, Ubポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ラット腎臓組織の免疫蛍光染色。1, Ubポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	パラフィン包埋ヒト肺組織の免疫組織化学染色。1. Ubポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	Ubポリクローナル抗体を用いたK562、L929細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈されました。
	

	パラフィン包埋ヒト肝臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

